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弘前病院の理念
わたしたちは、医の倫理と病院としての使命に基づさ患者さまの生命と人権を奪重し

良質かつ適切な医療を提供するため、最善の努力をします

〔運営方針】
1 +分 な説明と理解 同 意に基づく医  3 崚 員一人一人が、常に新しい知譲と渡

療を行い、自音さまが納得される結    術 の習得に努め、健全で効果的な経営

果を得るために最書をつくします      を 目指します
2 旨 さまの立場を理解し、ブライバンー  4 直 床研究と教育 研 懐、情報発信など

を尊重し、感謝の心で、常に良質で、     地 域に開かれた病院を目指します

清課て、費全な医療を行います     5 時 代に求められる医療体制の充実と療

姿にrSlきわしい環境の整備を目指し、

全職員が観額します

潟 強前

軌前公国内の1000本 の楓、2600本 の桜の紅葉も

美しく色づき 今年も10月21日 (金)～ 11月6日 (日)

の期間 「弘前城菊と紅葉まつりJが 開催されました。

11月に入つてからは天候にも恵まれ 会 場の値物

園内の 「義経Jを 題材とした雰事細欄な菊人形や 動

物などをかたどつた菊のトピアリー 圧 巻の菊の岩木

山や五重塔など 秋 の将やか

な陽光に e鮮 やかに映えて

いました.そ のほかにも、直

接ウサギなどに触れられる動

物ふれあいコーナーや、ミニ

SL菊 花号の運行 国 内スタ

ンプラリーもあり、子供達も

大喜びでした.

昭和37年(1962年){こ 「菊

ともみじまつりJと してス

タートしたこのまつりも、も

う43年 目t喫 茶処て そ の

歴史に想いを馳せつつ抹茶を
一服。深まる秋を贅沢に堰能

できました。
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一に勲喝載

庶務係 工 藤 真 淑

10月19日 (水)着 護学校において第53□生の戴

帽ITが行われました。

当日は吉武青森病院長 吉 家看欝 「長らこ来賓をお

招きし厳かな雰囲気の中で行われました。

学生達は、いつもとは違い、/J/しばかり緊張した様

子て、須藤教育主事から憧れのナースキャップを戴き

ました。ナースキャップを戴いた嬉しさとともに、董

任感も感じたようです。同日の人達は 白 衣を着てい

ることで 学 生であっても香護師と同じように期待を

します。その期待に応えるために学ぶことを大切にが

んばっていきたいと思いを新たにしていました。

この闘帽式の日、学生産がとても嬉しそうな表情て

輝いて見えました。学生達にとって看護を学ぶことの

意味を考えたり 今 後の学習への動機付けになり と

ても有喜義な一日でしたも

1学 年担任 内 山恵吏子



臨床工学技士は、医療に関する国家資格の一つて、「厚

生労働大Oの 免討を受けて 臨 床工学技士の3称 を用

いて、医師の指示の下に、生命維持管理装置の操作及

び保守点検を行うことを業とする者J(臨床工学技士法

第2条 )と 定められています。生命維持管理装置とは、

人の呼岐 循 環又は代謝の機能の一部を代誉し 又 は

補助することが目的とされている装置をさします。

具体的な内容としては、O慢 性腎不全憲吉様への

血液透析業務 ② 高圧酸素泊療装置の操作、③手術

室ての内桐鏡 顕 微鏡、特殊機器のセッテイング

④lb限や大血管手術での人工い肺装置の操作、O敗

急 集 Cr治療領域での急性血液淳化業務、呼岐療法

業務、補助循環装置のセッテイングなど、③循環器

関連のカテーテル室業務、O人 工呼吸器等の医療機

器管理業務などです。同じ臨床工学技士ても、その

病院によって行う業務は様々です。

当院での私の1士事は 病棟で使用する人工呼吸器や

シリンジポンプ 輸 液ポンブ、超着渡ネブライザーな

どの保守 管 理を行つています。これらの機桐は中央

管理室に置いており、機械を使用する時はここから持

ち出すことになります。使用後は機械の清掃、動作確

認を行い、使用可能な状態にしておきます。病棟て大

工呼吸器を使用した場合は、人I呼 暇器のトラ功 しは

即命に関わることなので 機 械が問題なく動いている

かを確認に行つています。しかし、点検 確 認をして

いるから絶対に安全とは言えません。人工呼畷器など

の生命維持装置は、常に患者様の側にスタッフがいる

体制の下て使用しなければならないと思つています。

また、これら医療機器の保守 管理の他に手術曇て、

眼科や耳鼻咽喉科の顕微鏡のセツテイング、外科の

内視鏡手術での立ち会い、整形外科の手術でのイメー

ジ操作などを手伝つたりもしています。何か機械が

おかしいということがあれば呼ばれたりもします。

当院に来て3年 目になりますが、職員みなさんの

おかげてここまでやつてこられました。私のできる

ことなど微々たるものですが、これからもご指導[

鞭撻のほどよろしくお願いしますも

臨床工学技士 谷 〕'1原 麟
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卒後10～20年目の着護師を対象とした 「リーター

シップを生かした業務改善jに ついての研修が3□

に分けて行われました。

5月 31日 6月 30日に行わはこ研修ては、議義と、

/ ラヽノヽラに切られた新間紙を元どおりにつなさ合わせ

るというゲームを取り入れたグループワークをとおし

て リ ーダーには状況を読み取る力とメンバーそれぞ

れについての十分な理解が必要であると彗びました。

私は今までリーダーシツプとは、リーダーがメンバー

に指示を出し、メンバーは指示に従つて行動しその日

のチームの円滑な着護が実践できれば良いと考えてい

ました。しかし、状況におじて指示型 参 加型 委 任

型と対いを変えてメンバーの憲欲や能力を3き 出し、

日標達成に向けてチーム全体に働きかけることがリー

ダーシップの本質であると学びました。

10月20日の研修では 7月 から各病棟で改善する

課題を決め、約3か 月間取り組んだ結果をポスター

セッションで発表しました。私は、憲言様を支える

こ家族に対しても援助していくことが病棟全体の着

護の質の向上につながると考え、こ家族との関わり

方を見直すことを課題としました。方法として ブ

ロセスレコードを用い、こ家族との関わりの振り返

りを病棟全体へ働きかけました。病棟スタッフ全員

で振り返ることで、色々な桐点からの意見や思い、

者えを出し合い、お互いに気付くことがてきました。

また、患吉様とを家族に共感することの大切さや

常に慎重な対応をはがけることが必要であることを

再認識することがてきました。

今回の研修において、着護とはみんなで知感を出

し合い 力 を合わせて目標へ向かつていくチーム医

療であると実感しました。その中で自分の役きJは

「困つたなJ、「変r_Jと 思ったことはありのままに受

け止めて問題提起すること み んなが目標を意識し

て達成へと向かう力が出せるようにスタッフを支援

していくことだと思います。

今後はこの研修によって得た事びを皇にして、状

況に合わせた適切な対応ができるように自分を成長

させていきたいと思いますb

東3病 棟者護師 赤 平真紀子
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◆外来医師診療一覧表 (H17年11月1日現在)
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*学 会 出 環なとによりlB当医B"が首わる場合があります。

◆専門外来等 (H17年11月1日現在)

移想科 月 火 水 木 登

小 児  科
午
ど 名晶曇矛

努 謂 現 善

韓 躯

午 自J

外 科
午 前

年 後

ストーマ外来

(第2水曜)

産 帰 人 科
午 後   寅 年期外来 |

午 ロリ

産編健診

妊婦オリエン

テーシヨン

妊婦健診

妊婦健診

耳R田 曝科
午  前

補聴器外来午 後 内視鏡外来

セカンドオビニオン 一削

後

年

午

予 約

女性喜用外来 第+3水 曜日

×詳しい診察内容や予約なとについては 岳診療科にあ聞い合わせ下さい.
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私の改郷は 「最Jヒ端の碑Jがある権内市 (宗谷岬)

から、オホーツク海おいに車で2時 間ほど荷下した

猿払村という人□4千 人ほどの半農半漁の小さな

村です。物覚えの付いた頃から高校卒業まて住んで

いましたが 就 職後は稚内で10年ほど過こし、そ

の後2～ 3年毎に北海道告地を転々とし、現在は札

幌に住んています。札幌に住み始めてから既に20

年以上が経ちました。こんな状態ですから、本当は

故郷と言えるものはないのかも知れませんが そ れ

ても子供の頃に追をした小さな村のことは、一緒に

遊んだ同級生と併せて懐かしく思い出されます。

また、首200海里問題で北洋漁業が壊滅的打撃を

受け、人□流出とともに寂れた村になりましたが、

その後、ホタテの養確に活路を見い出し 今 は外国

への輸出て 「ホタテ御殿」と言われる家が建ち並ん

でいます。小樽にも 「鰊御殿〕と言われる名所があ

りますが、知床 羅 日の 「雑御殿J等 、北海道各地

に豪邸が建ち並ぶ地域があります。8摂があれば 人

の手がお0わつていない大自然とともに あ の豪峯な

家は一見のlE値があると思います。最近、厳しい自

然をテーマにしたイベントが各tLて行われています。

札幌の雪祭りは有名ですが そ の他にも紋別の 「流

氷祭りJ、唐雲峡の 「爆氷まつりJ陸 別の 「しばれフェ

スティンリレJ等  観 光雪が増"8しているイベントが

多数あります。北海道出身者としては、是非
一度は

皆さんに見に行つていただきたいと願っています。

事務部長 立 川 政 明

★ 作最 (lll柳〉勇義のめ知お せ́

当院では、臨員はもとより愚首僚からも、広報監 「まほろばJに 掲弱する
｀
川柳
″
を募集しています。たく

さんの応募をお待ちしています。(編集部)

【応勢方法】◆ 用 紙は、A4版 であれば何ても結穏てす。

◆ 応 募は、「応勇用紙を入れる箱」を駐車券をバンチしている机の上に設置していますので そ

の箱に入れて下さい。

艶 訓協雌引夢祉0-国 予劾雲豊期翻困■

二次被ばく医療を受け持つ当院と二次被ばく医

療を受け持つ弘前大学医学部lt属病院との共同で

6月 より行われてきた勉強会 (月コ□)の 一環とし

て 今 回初めて憲吉受入れ施設での訓練が行われま

したさ

10日 11日 (火)年 後 5時 30分  当 院原子力安全

対策棟に関係者約50名 が集まりました.は じめに、

弘前大学医学38敗急 災喜医学議座の浅利靖教授と

日本原燃の放射線管理要員による説明と指導て 蔓

入れ施設の一角に放射能に汚染した憲首様からの

二次汚染を防止するための
｀
ビニールシー ト

″
を

敷き詰めました。さらにそのCr央部の除染などを行

う汚染作業区域 (ストレッチャー約3～ 4台 分の工

リア)に ホリエテレン〕0工した特殊な
｀
ろ紙
ク
を敷

き 日いを設けるなどの作業を行いました。養生は、

汚染作業区域内で使用される点滴台や無影灯など

の器材にも及び、参加言らは初めての作業を体験し

ました。

今後 体 行」の確立と維持のために 訓 練を継続的

に行つていくことの重要性を痛感しました。

副診療放射線技師長 庄 司 優 疑

発行元力拒才わ琢あi火自E茅靭噺締 財湧筋詞麻
″′rθsa灯 ハ′a=′θtta′″clsp′ra′

責任者 副 院長 佐 藤 年 信

〒036-8545   弘 前市大字富野町 1番地

TEL01フ 2‐32431l FAX0172‐ 33‐8614

ホームベージ httpソ/www hosp宮0!p/hirosak7
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